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(57)【要約】
【課題】蓋体を容易に開けることができて扱い易く、且
つ、衛生的な容器を提供する。
【解決手段】容器本体１と、この容器本体１の上部開口
部２を閉塞する中空構造３の蓋体４とから成る容器であ
って、前記蓋体４で閉塞された前記容器本体１の内部５
と外部６とを連通する通気路７が前記蓋体４の中空構造
３内を貫通して設けられ、前記容器本体１の内部５に開
口する前記通気路７の開口端には、前記内部５と前記外
部６との差圧によって開閉する通気弁９が設けられ、こ
の通気弁９は前記容器本体１の上部開口部２を前記蓋体
４で閉塞した場合において前記内部５の圧力が前記外部
６の圧力より低くなると開くように構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器本体と、この容器本体の上部開口部を閉塞する中空構造の蓋体とから成る容器であ
って、前記蓋体で閉塞された前記容器本体の内部と外部とを連通する通気路が前記蓋体の
中空構造内を貫通して設けられ、前記容器本体の内部に開口する前記通気路の開口端には
、前記内部と前記外部との差圧によって開閉する通気弁が設けられ、この通気弁は前記容
器本体の上部開口部を前記蓋体で閉塞した場合において前記内部の圧力が前記外部の圧力
より低くなると開くように構成されていることを特徴とする容器。
【請求項２】
　請求項１記載の容器において、前記蓋体は、外容体と内容体とが所定の間隙を介して配
設されることで前記中空構造が形成されることを特徴とする容器。
【請求項３】
　請求項２記載の容器において、前記通気路は、前記外容体に設けられた通気穴と、前記
内容体に設けられた弁穴と、前記通気穴と前記弁穴とを連通し前記間隙を貫通する中空筒
体とで構成されていることを特徴とする容器。
【請求項４】
　請求項１～３いずれか１項に記載の容器おいて、前記通気弁は、前記内部側に開くよう
に設けられていることを特徴とする容器。
【請求項５】
　請求項１～４いずれか１項に記載の容器において、前記通気弁は可撓性のゴム材からな
ることを特徴とする容器。
【請求項６】
　請求項１～５いずれか１項に記載の容器において、前記間隙には断熱材が設けられてい
ることを特徴とする容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、容器本体と、この容器本体の上部開口部を閉塞する中空構造の蓋体とから成
る容器が提案されている。このような容器本体に暖かい食品や飲み物などをいれて蓋をし
ておくと蓋が容易に開かなくなることがある。
【０００３】
　これは、暖かい内容物が冷めて容器内の水分が凝結することで容器の内部の圧力が低下
して外部の圧力より低くなり、蓋が大気により押圧されるからである。
【０００４】
　これを防止するため、予めこの中空構造の蓋体に内部及び外部と通ずる小さい孔を開け
ておき、容器内部の圧力を外部の圧力と常時同じくする構造のものが提案されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のように単に中空構造の蓋体に内部及び外部を通ずる孔を開けた構
造のものでは、この孔から中空構造の蓋の内側に内容物が漏れ入ってしまい不衛生になり
やすいという問題がある。
【０００６】
　本発明は、蓋体を容易に開けることができて扱い易く、且つ、衛生的な容器を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　添付図面を参照して本発明の要旨を説明する。
【０００８】
　容器本体１と、この容器本体１の上部開口部２を閉塞する中空構造３の蓋体４とから成
る容器であって、前記蓋体４で閉塞された前記容器本体１の内部５と外部６とを連通する
通気路７が前記蓋体４の中空構造３内を貫通して設けられ、前記容器本体１の内部５に開
口する前記通気路７の開口端には、前記内部５と前記外部６との差圧によって開閉する通
気弁９が設けられ、この通気弁９は前記容器本体１の上部開口部２を前記蓋体４で閉塞し
た場合において前記内部５の圧力が前記外部６の圧力より低くなると開くように構成され
ていることを特徴とする容器に係るものである。
【０００９】
　また、請求項１記載の容器において、前記蓋体４は、外容体10と内容体11とが所定の間
隙12を介して配設されることで前記中空構造３が形成されることを特徴とする容器に係る
ものである。
【００１０】
　また、請求項２記載の容器において、前記通気路７は、前記外容体10に設けられた通気
穴13と、前記内容体11に設けられた弁穴14と、前記通気穴13と前記弁穴14とを連通し前記
間隙12を貫通する中空筒体15とで構成されていることを特徴とする容器に係るものである
。
【００１１】
　また、請求項１～３いずれか１項に記載の容器おいて、前記通気弁９は、前記内部５側
に開くように設けられていることを特徴とする容器に係るものである。
【００１２】
　また、請求項１～４いずれか１項に記載の容器において、前記通気弁９は可撓性のゴム
材からなることを特徴とする容器に係るものである。
【００１３】
　また、請求項１～５いずれか１項に記載の容器において、前記間隙12には断熱材16が設
けられていることを特徴とする容器に係るものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は上述のように構成したから、容器の内部と外部との間に差圧が生じて蓋体が開
かなくなったりすることのない扱い易い衛生的な容器になる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施例に係る保温容器の一部を切欠いた説明斜視図である。
【図２】本実施例に係る保温容器の断面図である。
【図３】本実施例に係る保温容器の分解斜視図である。
【図４】本実施例に係る保温容器の要部の斜視図である。
【図５】本実施例に係る保温容器の要部の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　好適と考える本発明の実施形態を、図面に基づいて本発明の作用を示して簡単に説明す
る。
【００１７】
　容器本体１の上部開口部２を蓋体４で閉塞しても、容器本体１の内部５と外部６（外気
）とは通気路７によって連通され、この通気路７の容器本体１の内部５に開口する開口端
には、内部５と外部６との差圧によって開閉する通気弁９が設けられ、この通気弁９は、
容器本体１を蓋体４で閉塞した場合において内部５の圧力が外部６の圧力より低くなると
開くから、例えば、この容器本体１に温かい食品などの内容物をいれて蓋体４で上部開口
部２を閉塞した後、この内容物の熱が冷めて、容器本体１の内部５の圧力が外部６の圧力
より低くなると、外部６の圧力（外気圧）により通気弁９が開くから、容器本体１の内部
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５の圧力は外部６の圧力と等しくなり、従って、容器本体１の内部５と外部５との圧力差
により蓋体４が開かなくなったりすることのない扱い易いものとなる。
【００１８】
　また、通気路７は、中空構造３内を貫通して設けられているから、容器本体１の内容物
が中空構造３内に洩れ入ったりすることのない衛生的なものとなる。
【実施例】
【００１９】
　本発明の具体的な実施例について図面に基づいて説明する。
【００２０】
　本実施例は、容器本体１と、この容器本体１の上部開口部２を閉塞する中空構造３の蓋
体４とから成る容器であって、前記蓋体４で閉塞された前記容器本体１の内部５と外部６
とを連通する通気路７が前記蓋体４の中空構造３内を貫通して設けられ、前記容器本体１
の内部５に開口する前記通気路７の開口端には、前記内部５と前記外部６との差圧によっ
て開閉する通気弁９が設けられ、この通気弁９は前記容器本体１の上部開口部２を前記蓋
体４で閉塞した場合において前記内部５の圧力が外部６の気圧より低くなると開くように
構成されていることを特徴とする容器である。
【００２１】
　本実施例の容器は、保温性のある携帯用の弁当箱、ランチボックスであり、味噌汁など
も入れることができる保温容器18である。
【００２２】
　容器本体１は、上部が開口している有底の外容体19とこの外容体19に被嵌される形状の
上部が開口している有底の内容体20とを密閉して真空封止して真空二重構造を有するよう
に構成された真空二重容器21の内側に、更に、合成樹脂容器22を設けた構成である。なお
、容器本体１は真空で密閉されていない二重構造でもよいし、更に二重構造でなくともよ
いし、合成樹脂容器22のみでもよい。
【００２３】
　本実施例の保温容器18は、この合成樹脂容器22の上部内面及び蓋体４の内容体11の側面
部には互いに螺合する螺合部23・24が夫々設けられ、持ち運び時に蓋体４が容易に外れな
い構成としている。
【００２４】
　蓋体４は、外容体10と内容体11とが所定の間隙12を介して配設されて中空構造３が形成
されている。また、通気路７は、外容体10に設けられた通気穴13と、内容体11に設けられ
た弁穴14と、これらの通気穴13と弁穴14とを連通し間隙12を貫通する中空筒体15とで構成
されている。
【００２５】
　また、通気弁９は、容器本体１の上部開口部２を蓋体４で螺合し閉塞した場合にこの容
器本体１の内部５側に開くように設けられて、この通気弁９は容器本体１の内部５の圧力
（内圧）が外部６の圧力（外気圧）より低くなると開くように構成している。
【００２６】
　また、この通気弁９は、可撓性のゴム材若しくは可撓性の合成樹脂を加工して製作した
ものであり、蓋体４を製造後、この通気弁９を蓋体４の内容体11の底部に設けた弁穴14部
分に挿入して取付ける。
【００２７】
　従って、この通気弁９は通常取付け時には、蓋体４の底壁に押圧されて付着して閉じた
状態であり、また、容器本体１に暖かい内容物を入れて内部５の圧力（内圧）が外部６の
圧力（外気圧）より高い状態では閉じた状態を保持できる。
【００２８】
　更に詳細には、蓋体４には、天部となる外容体10に通気穴13を設け、また、底部となる
内容体11に取付穴25を設け、この取付穴25の近傍周囲（左右側部）に弁穴14を連設してい
る。外容体10，内容体11及び中空筒体15は合成樹脂材料を用いて夫々所定形状に加工され
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る。中空筒体15を、外容体10の通気穴13と、内容体11の取付穴25及び弁穴14とを連通する
ように配設して、外容体10，内容体11及び中空筒体15を超音波溶着することにより蓋体４
を密閉状態に形成している。或いは、中空筒体15を内容体11に予め溶着しておき、外容体
10を溶着するようにしてもよい。
【００２９】
　また、この中空筒体15の内径は、取付穴25及び弁穴14を含む領域の円の径より大きく設
定されていると共に、この通気路７を形成する中空筒体15の内径は、蓋体４で容器本体１
の上部開口部２を螺合して閉塞した場合に生ずる差圧に起因する風圧によって通気弁９を
押圧移動して通気路７を開けることができるように形状に設定されている。
【００３０】
　この通気弁９は、ゴム製であり、蓋体４の底部、即ち、内容体11の取付穴25に蓋体４の
外方から挿入して設けられ、内外差圧によってこの通気弁９は蓋体４の外方（即ち、蓋体
４と容器本体１とを螺合した場合に形成される容器本体１の内部５の方向）に移動して通
気路７を開くように設けている。
【００３１】
　具体的には、この通気弁９は、蓋体４の底部の板厚よりやや長い円柱状の首部26を有し
、この首部26の一端に半球状若しくは扁平状の可撓性の弁部27を有し、他端に内容体11に
設けた弁穴14を塞がず且つ取付穴25の径より大きい形状の可撓性の係止部28を有し、また
、弁部27は、首部26の上部に座面29を有すると共に、この座面29で弁穴14を覆う大きさに
設定され、係止部28は取付穴25に挿入されて係止される構成である。
【００３２】
　従って、この通気弁９の係止部28を撓ませながら蓋体４の底部に設けた取付穴25に挿入
すると、通気弁９の首部26が取付穴25にスライド移動自在に設けられることになる。また
、この通気弁９の弁部27が弁穴14を覆って塞いでおくと、この弁穴14を覆った弁部27の座
面29が内外差圧に起因する気流によって押圧移動して通気路７が開いて容器の内外の気圧
差が解消され、従って蓋体４が開かなくなることはない。
【００３３】
　また、間隙12には、断熱材16を設けて保温性を維持している。
【００３４】
　また、本実施例の容器本体１の上部開口部２と蓋体４との間にはパッキン30を設けて、
気密性及び保温性を高めた構成である。
【００３５】
　本実施例は上述のように構成したから、容器本体１の上部開口部２を蓋体４で閉塞して
も、容器本体１の内部５と容器の外部６（外気）とは通気路７によって連通され、この通
気路７の容器本体１の内部５に開口する開口端には、内部５の圧力と外部６の圧力との差
圧によって開閉する通気弁９が設けられ、この通気弁９は、容器本体１を蓋体４で閉塞し
た場合において内部５の圧力が外部６の気圧より低くなると開くことになる。
【００３６】
　従って、この容器本体１に温かい食品などの内容物をいれて蓋体４で上部開口部２を閉
塞後、この内容物が冷めて容器内部５の水分が凝結して容器本体１の内部５の圧力が低下
して外部６の圧力より低くなると、外部６の圧力（外気圧）により通気弁９が開き、容器
本体１の内部５の圧力は外部６の圧力と等しくなり、よって、容器本体１の内部５と外部
６との圧力差により蓋体４が開かなくなったりすることがなく、本実施例の保温容器18は
、常に蓋体４を容易に開けることができて扱い易いものになる。
【００３７】
　また、通気路７は中空構造３内を貫通して設けられ、また、この蓋体４の中空構造３は
密閉されているから、容器本体１の内容物が中空構造３内に洩れ入ることがなく、この中
空構造３内を衛生的に保つことができることになる。
【００３８】
　また、この通気弁９は、可撓性の所定形状のゴム材を、蓋体４の内容体11の取付穴25に
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設けるだけでよいから極めて簡単且つ安価になる。
【００３９】
　更に、本実施例の保温容器18は、断熱構造の容器本体１の上部開口部２に螺合される中
空構造３の蓋体４が、外容体10に内容体11が所定の間隙12を介して配設され、この間隙12
に、外容体10の通気穴13と内容体11の弁穴14とを連通する中空筒体15が設けられて密閉さ
れるだけの簡単な構造のため、安価に製造できると共に、この間隙12には断熱材16が設け
られるため、蓋体４からの熱の散逸を低減して保温性に優れることになる。
【符号の説明】
【００４０】
　１　容器本体
　２　上部開口部
　３　中空構造
　４　蓋体
　５　内部
　６　外部
　７　通気路
　９　通気弁
　10　外容体
　11　内容体
　12　間隙
　13　通気穴
　14　弁穴
　15　中空筒体
　16　断熱材

【図１】 【図２】
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【図５】
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